
第 10 回日本肺高血圧・肺循環学会学術集会 

ランチョンセミナー 

 

【第１日目】6 月 14 日（土）12:30-13:20  

【敬称略】 

 ランチョンセミナー1  

会場：第 1会場（京王プラザホテル 南館 4F『扇』） 

最新ガイドラインを基に考える PAH の個別化医療 

座長：大郷  剛（国立循環器病研究センター 心臓血管内科部門 肺循環科） 

演者：平出 貴裕（慶應義塾大学医学部 循環器内科） 

共催：MSD 株式会社 

 

 ランチョンセミナー2  

会場：第 2会場（京王プラザホテル 南館 4F『錦』） 

PAH 診療における併用療法（Upfront、治療強化）の重要性 

座長：福本 義弘（久留米大学医学部 内科学講座 心臓・血管内科部門） 

演者：赤木  達（岡山大学病院 医歯薬学総合研究科循環器内科学） 

『肺高血圧診療における併用療法のこれからを考える』 

細川 和也（九州大学病院 循環器内科） 

『ユバンシ®配合錠の実臨床からみる価値について考察する」 

共催：ヤンセンファーマ株式会社/日本新薬株式会社 

 

 ランチョンセミナー3  

会場：第 3会場（京王プラザホテル 本館 4F『花 A』） 

肺 NTM 症診療最前線～診療指針が確立されつつある時代へ～ 

座長：鈴木 拓児（千葉大学大学院医学研究院 呼吸器内科学） 

演者：萩原 恵里（神奈川県立循環器呼吸器病センター 呼吸器内科） 

『肺 MAC 症：新しい診断指針 2024 と治療見解 2023』 

共催：インスメッド合同会社 

 

 ランチョンセミナー4  

会場：第 4会場（京王プラザホテル 本館 4F『花 B』） 

肺高血圧症の呼吸管理 HOT から HFNC、在宅 NPPV まで 

座長：今野  哲（北海道大学大学院医学研究院 呼吸器内科学教室） 

演者：須田 理香（千葉県済生会習志野病院 肺高血圧症センター/千葉大学大学院医学研究院 呼吸器内科学） 

共催：帝人ヘルスケア株式会社 

 

 ランチョンセミナー5  

会場：第 5会場（京王プラザホテル 本館 4F『花 C』） 

間質性肺疾患に伴う肺高血圧症 診断と治療の最前線 

座長：守尾 嘉晃（国立病院機構東京病院 呼吸器内科/呼吸器センター/肺循環喀血センター） 

演者：富貴原 淳（公立陶生病院 呼吸器・アレルギー疾患内科） 

共催：持田製薬株式会社 



第 10 回日本肺高血圧・肺循環学会学術集会 

ランチョンセミナー 

 

【第２日目】6 月 15 日（日）12:30-13:20  

【敬称略】 

 ランチョンセミナー6  

会場：第 1会場（京王プラザホテル 南館 4F『扇』） 

PAH をどう治療するか～心肺併存疾患の有無に応じた治療選択～ 

座長：坂尾誠一郎（国際医療福祉大学医学部 呼吸器内科学教室） 

演者：伊波  巧（杏林大学医学部 循環器内科学） 

『心肺併存疾患のない PAH：初期経口 3剤併用療法の位置づけを含めて』 

谷口  悠（神戸大学医学部附属病院 循環器内科） 

『心肺併存疾患を有する PAH：セレキシパグを用いた治療戦略』 

共催：日本新薬株式会社/ヤンセンファーマ株式会社 

 

 ランチョンセミナー7  

会場：第 2会場（京王プラザホテル 南館 4F『錦』） 

CTEPH 治療の現在と今後の展望 

座長：杉村宏一郎（国際医療福祉大学 医学部/国際医療福祉大学成田病院 循環器内科） 

演者：下川原裕人（国立病院機構岡山医療センター 循環器内科/肺高血圧症センター） 

共催：MSD 株式会社 

 

 ランチョンセミナー8  

会場：第 3会場（京王プラザホテル 本館 4F『花 A』） 

難治性自己免疫疾患における最新の治療戦略 

座長：土橋 浩章（香川大学医学部附属病院 膠原病・リウマチ内科） 

演者：中岡 良和（国立循環器病研究センター研究所 血管生理学部/病院心臓血管内科） 

『高安動脈炎の治療における疾患活動性モニタリングと腸内細菌叢変容検出の意義』 

川口 鎮司（東京女子医科大学医学部 内科学講座膠原病リウマチ内科学分野） 

『全身性強皮症に合併する間質性肺疾患の治療』 

共催：中外製薬株式会社 

 

 ランチョンセミナー9  

会場：第 4会場（京王プラザホテル 本館 4F『花 B』） 

PAH 診療の Next Stage ―吸入薬がもたらす新たな治療戦略― 

座長：片岡 雅晴（産業医科大学医学部 第 2内科学） 

演者：平出 貴裕（慶應義塾大学医学部 循環器内科） 

共催：持田製薬株式会社 

 


